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相互交流、そして日本との交流などを、各種文献を元にした調査で、芸術文化が民族を超え、時代を超え
て発展していく姿を明らかににしてきたことで、先攻研究には無い独自性を秘めている。 
 作品は、ベトナムと日本の漆の木の特徴を踏まえ、そこから作り出されてきた技術的な解釈を総合的に
融合してきた。素材の研究、下地法の研究、各種表現の研究等広い範囲で実験を繰り返し、作品として完
成をさせた。 
 太陽が昇り、沈んでいく一日の太陽の動き、特に葉が落ちた秋の夕暮れと日本の伝統文化の象徴として
芸者の姿をした和装の女性を描くことによって、歴史を背負ってきた文化が時代の中で忘れ去られよう
としていることをテーマとして4枚の壁面で構成をした。 
これらの総合的な観点から、漆文化の未来を導こうとする申請者には、今後の東西の漆芸交流の旗手と
なることを期待したい所である。作品、論文とも少し未処理な所があるが、本学の博士課程を修了し、博
士学位取得には充分なものとして認めるものである。 
